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データ集約
A I 分 析

クラウド基盤

自立支援に向けたモニタリング・業務支援を提供
目 指 す 姿

これから
業務全体
の基盤化

運営全体

IoT/AI

いままで
部分的な
置き換え

運営全体

IoT/AI
記録システム

コールシステム

みまもりセンサー
介護ロボット

業務効率適正化

歩行/排泄の自立

多剤服用の是正

２

※AMED「ロボット介護機器・標準化事業（開発補助事業）」の「介護記録・センサー／ロボットの
パッケージ化による介護業務支援システムに関する研究開発」の支援を受けて実施。



介護業務支援プラットフォーム
現場課題を解決するサービスの連携/統合・データの一元化を実現

介護業務支援プラットフォーム（国プロ）

ナースコール バイタル測定 その他センサー

特定の機器やサービスに律速しない、
「オープンな」介護業務支援システムの構築が可能

介護記録

ほのぼのNEXT

排泄センサ

映像センサ

生体レーダーセンサ

aams



汎用性を持たせたパッケージPF化

データ統合PF

記録システム ナースコール

スマホ1台でかんたん業務

アプリ切替不要/介護記録の自動記録で業務を効率化

介護記録
ナースコール
みまもり

センサ 記録 NC 利用客



介 護 施 設 向 け 介 護 業 務 支 援 サ ー ビ ス
新ブランド「ライフレンズ」

凸レンズのように焦点を見定め、ときには凹レンズのように幅広い視野から
ご利用者様の体や心の状態までもしっかり把握、

高齢者のいるくらしをアップデートし、QOLを高めていく
さらに、利用者様やスタッフ様の支えとなる「Life＋Friend」として

人間らしいソリューションの提供を目指していきます。



センサーの紹介

・ベッド装着型の体動センサー
・ご入居者様の体動を検知
・安否確認／睡眠状況／在床状態

・高性能CPU搭載 映像センサー
・ご入居者様の状態を映像によって把握
・居室の様子

シートセンサー Vieureka

安否確認
生存が確認
できるデータ

在床状態
ベッド上の状況が
確認できるデータ

睡眠状態
睡眠の状況が

確認できるデータ

居室の様子
入居者の状況が
確認できるデータ



端末のトップ画面で
全居室の状況を

チェック

心配なお部屋は
必要に応じて
映像で確認

2020/〇/△ □:ｘx

パネルのアイコンでご入居者
の現在の状態を把握

気になるお部屋は映像へ切替
ご様子を目視で確認

（必要な場合のみ訪室）

異常が発生している
お部屋は赤色のアイコンで
表示（ナースコールへ通知）

離床しお部屋内でお過ごし中ベッド上でお過ごし中

ご入居者の詳細の状態は
アイコンで把握

STEP１ STEP２ STEP３

３つのステップでご入居者の様子や変化をリアルに把握



➡必要な方に訪室する業務改善を実現

主な成果（１）夜間業務の生産性向上

ライフレンズ導入後の夜間巡視時間

資料ご提供：ＨＩＴＯＷＡケアサービス株式会社

91％削減

従来の定時巡視

【課題】

・2時間に1度の巡視は負担

・突発的なケアの発生に
ストレスを感じている

夜間に突発的に発生するケアに
迅速に対応できるようになった

・認知症ケア
・ケアコール対応
・特変時の対応

時間をより直接的ケアに使える
ようになったことで介護職員の
心理的負担も軽減

人の目に頼らない見守りが可能になることで、人員配置の適正化を図ることが可能
点での巡視から線で見守るセンシングに変わることで、サービス品質とご入居者様の安心感が向上

施設の価値向上や高稼働維持につながる入居者獲得を実現

105分

10分

60分

従来
システム



主な成果（2）特養における生産性向上
「北九州モデル」の狙い 「北九州モデル」の成果
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https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/31600045.html



主な実証効果

【ライフレンズ＋PF機器連携による改善項目】
・夜勤（19:00-7:00）3名→2名
・巡回による安否、状態確認をシステムで実施
・記録作業の自動化

【実証効果】
業務時間は▲３５％、見守り業務は▲６２%達成
→夜勤▲1名でも業務を回せることが実証

（出典）北九州市HPより
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/31600062.html



北九州モデルの検証効果

EQ-5D（QOL）の結果 WHO-5の結果

EQ-5D（生活の質（QOL））スコア、WHO-5（精神的健康状態）も
同様に変化は見られなかった。
すなわち、生産性を向上させても質の劣化は確認されていない。

■利用者視点の評価 ■従業員視点の評価

業務効率化の実感/質向上の実感/専門職としての意識

（出典）図表はいずれも北九州市発表資料より https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/31600063.html



北九州モデルの社会実装に向けて

【北九州モデルまとめ】
・アウトソーシング及びICT・介護ロボット等を活用し、生産性を向上することが可能
・職場環境の改善、利用者とのコミュニケーションなど、介護の質の向上に資する

（出典）図表はいずれも北九州市発表資料より https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/31600066.html

■北九州モデルの最小構成要素
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萌福祉サービス様
北九州市先進的介護システム推進室

社会福祉法人春秋会

効果を得られた実証パッケージ事例
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表示される内容は下記4状態
・ベッド在＝在
・ベッド不在＝不在
・覚醒
・睡眠

氏名 開始 終了 タイトル 記録内容
駿河秋夫 1:50 1:51 睡眠情報 睡眠
駿河秋夫 1:51 1:52 睡眠情報 睡眠
駿河秋夫 1:53 1:54 睡眠情報 睡眠

睡眠センサーを活用した記録自動反映

介護業務支援PF

睡眠センサーのセンシングデータ（在不在・睡眠・覚醒）を介護記録に自動反映

介護記録システム
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Neos-Careを活用したインシデント記録自動反映

介護業務支援PF

インシデント情報
検知情報：

転倒、離室など
映像情報：

検知映像及び前後10秒

映像センサーのセンシングデータ（危険行動を検知）を介護記録に自動反映することで、転記ミス・
記録入力の作業を削減、事故の見逃し軽減

介護記録システム
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バイタルセンサーを活用した記録自動反映

介護業務支援PF

・血圧
・SPO2
・体温
・体重

バイタルアプリ自動測定で計測時間の削減、バイタルセンサーのセンシングデータを介護記録に自動
反映することで、転記ミス、記録入力の作業を削減。

介護記録システム
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NC履歴活用した記録自動反映

介護業務支援PF

NC履歴
トイレ確認・対応
ご様子確認・対応
離床確認・対応

ナースコール履歴データを介護記録に自動反映することで、転記ミス、記録入力の作業を削減。

介護記録システム
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「データに基づくいつもとの違い」

データドリブンでの重症化予測の可能性
（PFデータ活用の可能性検討）

PFデータ活用による将来の可能性



重症化予測
スコア

（AI分析）

食事・水分摂取量

バイタル
（体温、血圧、脈拍、呼吸）

睡眠・排泄
（睡眠／覚醒、排便／排尿）
※現時点は量・性状は考慮なし

服薬情報
※現時点は成分は無考慮

リスクスコアの算出
（いつもからの乖離度）

症状発生事実をトリガーとした「後ろ向き研究」として実施



健康異常の早期発見モデルの目指す姿

・心拍数・呼吸数
・生活リズム
（在不在・睡眠）

・朝昼晩の食事量
・水分量
・排泄
・服薬

特徴量計算
32項目

不在時間率
呼吸標準偏差

：
：

機械学習 段階化
異常スコア

スコア：5
スコア：4
スコア：3
スコア：2
スコア：1

異常スコアに関連する項目を推定



リスクスコア値の変化（肺炎入院のケーススタディ）

14
日
前

13
日
前

12
日
前

11
日
前

10
日
前

9
日
前

8
日
前

7
日
前

6
日
前

5
日
前

4
日
前

3
日
前

2
日
前

1
日
前

※肺炎入院
入院4日前くらいから、
スコア値(中央値)の
大きな上昇がみられる

京都大学大学院医学研究科医療経済学分野



業務支援に向けたセンサー開発

健康リスクを把握する排泄センサー 記録を無くす生体レーダー

12



23

データドリブンでの自立支援介護の可能性検討

PFデータ活用による将来の可能性



自立支援介護プラットフォームの共創

AIによる廃用レベルの見極め/予後予測
IoTにより日々の生活実態からの客観的なアセスメント

知識・経験＋データに基づく介護の実践

独自の自立支援ノウハウ A I 分 析 基 盤

生活リズム・体調予測
ケア好事例の知見化自立支援ケアプラン/プログラム



0 | 2525

AIモデル化の内容

AIモデル化することで高クオリティ・各利用者様に合わせた
個別リハプランを一般スタッフでも作成できる

ポラリスリハプラン作成モデルを構築

ポラリスのリハプログラムによる運動機能改善事例を分析

A D L 評 価 運動機能評価 基本情報(疾患等)

課 題 抽 出 リ ハ ビ リ
負 荷 決 定

個 別 リ ハ
内 容 決 定

目 標 値
設 定

A I モ デ ル



現在の取組み状況

y = -2.2984x + 21.363

AIアセスメント
運動機能テスト/生活実態/入院歴等

廃用レベル見極め モデルから予測 AI運動モデル
初期段階でのTUGタイムが

15秒→13秒に短縮可能
適正な正規化速度を算出 Pウォーク速度算出

初期&目標TUGから各種リハプログラムにおける適正負荷を算出
→トレーニングの適正負荷決定を支援できるAIモデルを構築中

運用イメージ（Pウォーク速度のみを使用した例）



アセスメントプロセス 介入・モニタリングプロセス
自立維持支援フェーズ

施設（通所）

自宅 施設（合宿） 自宅

アセス
メント 評価 計画化契約

(評価)
体力測定・
ADL/IADL

計画
見直し

介入・
モニタリング

ファイルメーカーシステム

スタッフ（対面観察・評価）

自立支援AIエンジン＋利用者管理DB

IoTセンサー機器

初期
アセスメント

・評価
計画化
・提示

仮契約
体験申込

継続
アセスメント

・評価
計画
見直し

介入・
モニタリング

遠隔申込・
ｱｾｽﾒﾝﾄﾃﾞｰﾀ
収集ｼｽﾃﾑ

介入モニタリング
システム

現
行（
対
面
型
）

目
指
す
姿（
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
型
）

継
続
ア
セ
ス
メ
ン
ト

・
評
価

計
画

見
直
し

計
画
化

・
提
示

初期運動
機能推定

適正負荷
設定

適正負荷
設定

継続三か月毎
改善量推定

適正負荷
設定改善量推定

初期三か月
改善量推定

自立支援フェーズ

実績

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

コンシェルジュシステム(仮)

コーチング機能

(初期TUG値) (３ヶ月後TUG値) (Pｳｫｰｸ設定値)

取組で目指すしくみ（Goal)のイメージ



COVID19化での身体機能影響の評価

出典）第79回日本公衆衛生学会総会発表資料、ポラリス／京都大学

デイサービス欠席前後のTUG変化を確認。欠席後は有意に悪化していることがわかる。
すなわち、廃用程度に基づく適切なリハビリテーションがADLに影響する



科学的エビデンスに基づく自立支援介護の実現
最後に

健康状態 生活リズム 予後予測 支援計画立案 科学的介護

IoTモニタリング
アセスメント

デジタル・ケア
マネジメント

AI
リハビリプラン

IoT/AI Technology Platform -Panasonic Digital PF-

自立支援介護の定着で高齢者を元気にする



【ライフレンズ】お問合せについて 30

■電話でのお問い合わせ

パナソニックコンシューマーマーケティング（株）
03-5782-7903

受付時間：午前9時〜午後5時30分 （年中無休）

お気軽にお問合せください

■【ライフレンズ】ホームページ
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/service.html

■ホームページからのお問合せ
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/contact.html

https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/service.html
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/contact.html

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	睡眠センサーを活用した記録自動反映
	Neos-Careを活用したインシデント記録自動反映
	バイタルセンサーを活用した記録自動反映
	NC履歴活用した記録自動反映
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	　【ライフレンズ】お問合せについて

